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バス事業 
保有車両：約750両 

 
・高速バスひのくに号 熊本⇔福岡 
1日100～104往復！ 
昭和25年より西日本鉄道様と共同運行開始 

  バリアフリーへの積極的な提言 
 「ドイツ製ノンステップ低床バス」 

 

地方路線も多数、運行 
 



着地型旅行事業への進出（１） 
 2011年九州新幹線
全線開業 

 熊本に2次・3次交通
がない！という御批判 

      ↓ 
 本当は路線バスが
あるが分かりにくく
販売営業力もない。 

 

 楽天バスサービス様

への参画 
 行政機関との協力 
 九州観光推進機構／熊本県 

      ↓ 
 阿蘇・雲仙・天草方
面へのＦＩＴ向け旅行
業ツアーバスの運行 



 



着地型旅行事業への進出（2） 
乗合バスのＦＩＴ着地型旅行での欠点 
 温泉等観光施設への3次交通の欠如
→旅行商品として旅館送迎車の活用 

 分かりにくい接続・乗り換え 
 →モデルコース旅行商品として販売 
                
 ↓ 
 九州産交「日帰りバス旅」商品の企画造成・販売へ 
 
 

 



旅行商品「日帰りバス旅」の特長 

 熊本駅・空港⇔観光地：定期路線バス 
 観光地バス停⇔温泉・食事場所：送迎車 
 交通・温泉・飲食・観光をセット商品化 

 
 前日まで受付・一部コースは当日出発可 
 市内のホテルから申込ＯＫ（手数料） 

 
 
 
 



・公共交通の進化した欧州→ 
例「ノルウェーインナットシェル」 
会社間の垣根を越えたＦＩＴ公共交通観光システムで、顧客
自身が公共交通を乗り換えて利用する。 
 

着地型旅行事業への進出（3） 



九州産交「日帰りバス旅」 
代表コース黒川温泉コース 



九州産交「日帰りバス旅」 
代表コース黒川温泉コース 

御好評頂く個室懐石膳 



利用実績 

 意外だった御利用 
半日コースの盛況・団体旅行での活用  



専用観光バス→コスト高 



公共交通 キーワードは混乗！ 

    



着地型旅行事業の将来像 

 着実に進むＦＩＴ化の波 

 海外営業展開 
・韓国での販売・台湾・香港・シンガポール 
インターネット普及 旅行会社の地位低下 
●外国語対応ＨＰ.の重要性  
 

 



 

 

 



ご清聴ありがとうございました。 
公共交通活性化目指してこれからも

走り続けます！ 
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